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特別支援教育に関わる理学療法士の実情と課題

The Current Situations and Issues of Physical Therapists in Special Needs 
Education. 

石 倉 健 二* 足 立 道 久** 古 谷 育 子*** 
ISHIKURA Kenji ADACHI Michihisa FURUTANI Ikuko 

【目的】 特別支援教育に関わる理学療法士 (PT) の実情を明らかにし , 今後の課題について検討 を行う 。 【方法】 特別

支援学校 (肢体不自由) に勤務等をする PT108名を対象に質問紙調査を行った。 【結果と考察】 特別支援教育に関わる場

合 , 医療職であ る PT と し てなのか, PT の専門性 を活か し た学校教員 と な るのか, その立場によ っ て専門性の発揮のさ

れ方が変わっ て く る こ と が示 さ れた。 ま た、 特別支援学校に関連する業務 を行う 場合に, 困難を感 じている PT は 6 割に

のぼる。 こ れには、 学校の文化や制度的な側面が影響 し てい るが, 保護者や医療機関に関す る情報の少な さ と い っ た課題

も示 さ れた。 【展望】 今後, 特別支援学校におけ る PT の活用はさ らに拡大し てい く と考え ら れる。 医療職か教員か, 当

該 PT の置かれた立場 を踏まえ た柔軟な対応が望ま れる。 
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1 . はじ めに

特別支援学校小 ・ 中学部 (肢体不自由) では, 重複障

害学級に在籍する児童生徒の割合は平成17年度の75.4 % 
を ピ ーク と し てその後減少す る も のの, 平成27年度は

56.0%であり , 引き続き他の校種に比べて著し く 高く なっ

てい る ' )。 こ う し た状況に伴い, 文部科学省は平成20年

度から 2 年間, 「PT, OT, ST 等の外部専門家を活用 し

た指導方法等の改善に関する実践研究事業」 を実施した。 

また北海道や神奈川県な ど一部の自治体では, 理学療法

士 (以下, PT) , 作業療法士な どの専門家を教員 と し て

採用する取り 組みも行われている。 さ らに, 各教育委員

会や学校単位で病院や療育機関と独自に連携を し ている

と こ ろ も多い。

こ う し た取り 組みの中で多 く の PT が, 特別支援学校

におけ る自立活動の指導への助言, 教育相談への対応, 
教員研修な どに携わっ てい る。 その中で , 学校におけ る

PT の立場の保障の問題2), 教師と PT 等との考え方の相

違 3), な ど多 く のこ と が課題と し て指摘 さ れてい る。 ま

た特別支援学校におけ る PT の活用に関 し ては, PT 活

用の量的頻度が高いほ ど, 連携内容の質的緻密 さが増す

こ と も示 さ れてい る 4)。

特別支援教育 におけ る PT の活用の形態は多様で あ

り 5), その形態 ご と の実情は明 ら かと な っ てい ない。 そ

こ で本研究は, 特別支援教育に関わる PT の実情を明ら

かに し , 特別支援学校と の連携を円滑に行う ための課題

について検討するこ と を目的と する。 

II 対象および方法

1 . 対象

特別支援学校 (肢体不自由) に勤務 (常勤又は非常勤) , 
又は何らかの形で特別支援学校や教育委員会に関わる P 
Tic8名 (90施設) を対象とする。 なお本調査は, 別稿5) 
の調査の際に協力 を得 るこ と ができ た者を対象と し てい

る。 質問紙には返信用切手を貼付 し た返信用封筒を同封

し た。 

2 . 調査方法

調査期間は2014年 1 月上句に発送し, 1 月31 日を返送

の締め切り と し た。

得ら れたデータは統計的に処理 し , 匿名性の確保に努

めた。 ま た, 本質問紙への回答 を も っ て , 本研究への同

意が得 ら れたも のと みな し た。 

3 . 調査内容

調査項目は①所属先, ②特別支援学校におけ る採用形

態や立場, ③特別支援学校関連業務におけ る困難性, ④

特別支援学校におけ る望ま しい立場, ⑥特別支援学校に

おけ る望ま しい業務, 等の計12項目と した。 

m 結果と 考察

1 . 回答状況

送付 し た108名のう ち73名から回答があった (回収率

67.6%)。 

* 兵庫教育大学大学院特別支援教育専攻障害科学コ ース 教授 * * 社会福祉法人養徳会医療福祉セ ンタ ーのぎ く 診療部

* * * 独立行政法人国立病院機構兵庫あおの病院
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2 . 回答者の所属先と学校での採用形態

「特別支援学校と隣接はしていない医療機関 ・ 福祉事

業所」 が29名 (39.7%) で最も多 く , 「特別支援学校」

と 「特別支援学校に隣接する医療機関 ・ 福祉事業所」 が

いずれも19名 (26.0%) , その他 6 名 (8.2%) であった。

「特別支援学校」 勤務者19名の採用形態は教員 と して

の採用が 8 名、 教員以外の枠の採用が 7 名、 その他が 4 
名であっ た (表 1 ) 。 そのう ち17名は正規雇用であっ た

が, 2 名は非正規の有期雇用であっ た。 

表 1 特別支援学校に勤務するPT の採用形態
(N=19) (複数回答) 

い る場合 もあり , こ の場合は 「教員」 と いう 立場に拘束

さ れずに専門性を発揮でき る可能性があ る。 学校内での

職務上の役割や教員 と の関係性な どで困難なこ と も あ る

と 思われるが, こ う し た採用形態が広がれば PT 等が学

校での業務に携わり やす く な る と 思われる。 

3 . 特別支援学校勤務者の専門性の発揮について

「特別支援学校」 勤務者に, PT と し ての役割や専門

性が十分に発揮でき てい る と思う かについて尋ねたと こ

ろ, 「十分に発揮できている」 4 名, 「ほぼ十分に発揮で

きている」 8 名, 「あまり十分ではない」 5 名, 「十分で

はない」 2 名であ っ た。 その理由の自由記述をま と めた

結果を表 2 に示す。

特別支援学校に勤務する PT が自 らの専門性を発揮す

る こ と については, 関わり のある子 ども については対応

でき る ものの, 全校児童生徒までは関わるこ と ができ な

かっ たり , 時間が短いこ と から , 対象 と な る子 どもが限

定さ れやすいこ と に限界を感 じている様子がう かがえ る。 

こ れは、 ク ラ ス担任 と な るのか, 理学療法や自立活動の

専任 にな るのかによ っ て事情は大き く 異な る と 思われる

が, いずれに し て も PT が校内に 1 人 しかいない状況で

は限界が生 じ るのは自明であ る。 複数の PT が配置 さ れ

るこ と が望ま しいが, それは将来的な課題と考え る。 

採 用 形 態 回 答 数

教 員 と し て 採 用-・ 自 立 活 動 担 当 教 員 ( 自 立 活 動 教
諭 免 許 状 保 有 ) と し て , 通 常 の
採 用 試 験 と は 別 枠 で 採 用

・ 特 別 支 援 学 校 教 員 ( 特 別 支 援 学
校 教 諭 免 許 状 保 有 ) と し て , 通
常 の 採 用 試 験 で 採 用

教 員 以 外 と し て 採 用

・ 実 習 助 手 ( 特 別 支 援 学 校 教 諭 免
許 状 等 無 し ) と し て 採 用
・ PT と し て 教 員 以 外 の 枠 で 採 用
そ の 他

・ 教 育 委 員 会 職 員 と し て , 自 立 活
動 教 諭 採 用 試 験 受 験 , 等
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現在の日本の学校教育制度では, 学校で児童生徒への

指導を行う こ と ができ るのは原則的に 「教員」 に限ら れ

てい る。 こ のこ と を鑑みれば, 「教員」 と し て採用 さ れ

る方が, 現行制度の中では児童生徒への指導にあたり や

すい。 しかし , PT が個人的な努力で特別支援学校教員

免許状を取得したり , 通常の採用試験を受験するこ とは, 
個人的な負担が過剰である。 「教員」 と し ての採用 を推

進するのであれば, 自立活動教諭免許状 を付与 し , 通常

の採用試験とは別枠で採用するこ と が最も妥当な方法で

あ ると 思われる。 こ の方式は既に幾つかの自治体で実施

さ れており , 参考に値す る も のと言え る。

その一方で , 「教員」 ではな く PT と し て採用 さ れて

4 . 特別支援学校での業務の困難性について

特別支援学校に関連する業務を行う にあたり , 何らか

の困難 を感 じ る こ と があ るかを尋ねた と こ ろ , 「はい」

が47名 (64.4%) , 「いいえ」 が21名 (28.8%) , 無回答が

5 名 (6.8%) であった。

「はい」 と回答 し , 困難を感 じ ている人にその理由 を

「学校教員との連携 (学校側の間題) (表 3 )」 「学校教員

と の連携 (PT 側の問題) (表 4 )」 「保護者と の連携 (表
5 )」 「医療機関と の連携 (表 6 )」 についての自由記述

をま と めた も のを示す。

学校側の問題点 (表 3 ) と し て挙げら れている教員の

力量の差の大き さ , 異動によ る引継 ぎの不十分 さ , 「訓

練」 や 「医療モ デル」 と い っ た教員側の発想の強 さは, 

表 2 特別支援学校動務者の専門性の発揮について ( 自由記述) 
(N=19) 

記 述 内 容

「 十 分 に 発 揮 」 「 ほ ぼ 十 分 に 発 揮 」 の 場 合 の 記 述 ( N=12) 
・ 教 員 で な い た め , ク ラ ス 運 営 に は 関 与 せ ず 理 学 療 法 に 専 念 で き る 。
・ 外 部 専 門 家 と 連 携 し 専 門 職 の 立 場 の 一 人 と し て 担 任 と 異 な る 位 置 づ け で 働 け る 。
・ 身 体 や 認 知 面 の 評 価 や ア プ ロ ー チ が 必 要 で あ り , PT の 専 門 性 が 発 揮 さ れ る 。
・ 自 立 活 動 の 考 え 方 は 理 学 療 法 の 考 え 方 と も 似 て い る た め 業 務 は 行 い や す い 。

「 あ ま り 十 分 で は な い 」 「 十 分 で は な い 」 の 場 合 の 記 述 ( N=7) 
担 任 を も っ て お り , ク ラ ス 内 で は 発 揮 で き た が 全 校 に ま で 手 を 伸 ば す 余 裕 が な い 。 
一 人 一 人 に 関 わ れ る 時 間 が 少 な い の で 十 分 な 評 価 が で き な い 。
補 装 具 関 係 の 選 択 な ど 不 安 を 感 じ る 。

理 学 療 法 と 接 点 が 少 な い 子 に 対 し て は , 専 門 的 に 接 す る 機 会 が 少 な い 。 
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表 3 学校教員と の連携で感じ る困難点 (学校側の問題) 
(N=47) 

理 由 や 工 夫 点

学 校 勤 務
・ 教 員 が 持 っ て い る 情 報 が 伝 わ っ て こ な い こ と も 多 い 。
・ 教 員 の 経 験 年 数 や 専 門 の 知 識 差 な ど が あ り , 情 報 を 伝 え る 難 し さ が あ る 。

・ 意 見 交 換 の で き る 教 員 の 有 無 に よ っ て 差 が 大 き く で て い る 。
隣 接 機 関 に 勤 務-・ 教 員 の モ チ ベ ー シ ョ ン が 低 い 。
・ 教 員 に よ っ て 理 解 に 差 が あ る 。
・ 担 任 や 核 と な る 教 員 が 育 っ て も 異 動 と な っ て し ま い , 情 報 の 引 き 継 ぎ が で き て い な い 。
・ 教 育 の 場 で PT の 必 要 性 の 理 解 が 十 分 で な い 。
・ 教 員 が 外 部 指 導 員 の 活 用 の 仕 方 が 分 か っ て い な い 。
・ 学 校 の 「 医 療 モ デ ル 」 の 支 援 を 「 生 活 モ デ ル 」 に シ フ ト さ せ る 必 要 が あ る 。
隣 接 以 外 の 機 関 に 勤 務-・ PT に 教 え て も ら う と い う ス タ ン ス が 多 く , 連 携 と い う 形 に な り に く い 。
・ 学 校 は 「 訓 練 」 を 目 的 と さ れ る こ と が 多 い が , 本 人 の 生 活 や 能 力 を 生 か し た り , 伸 ば し て ,

そ れ で ど う し て あ げ た い の か と い う 視 点 を 持 っ て 接 す る 必 要 が あ る と 思 う 。

・ 生 命 維 持 等 , 重 症 児 の リ ス ク に つ い て 伝 わ り に く い 。
・ 担 当 教 員 が 年 度 で 替 わ る 。
・ 教 師 の 個 人 差 。
・ 自 立 活 動 の 先 生 が 少 な い 。
・ 生 徒 の 目 標 設 定 が 具 体 的 で な い 場 合 支 援 し に く い 。
・ PT, OT, ST の 区 別 や そ れ ぞ れ の 専 門 性 に つ い て 共 通 理 解 さ れ て い な い 。
・ 担 当 教 員 が 同 席 で き な い ケ ー ス が あ る 。

・ PT 以 外 の 基 礎 知 識 を 求 め ら れ る 。
・ 身 体 機 能 面 の 問 題 よ り も , 学 校 生 活 が 優 先 さ れ が ち 。 

筆者自身も学校教員に対 して しばしば感 じている部分で

ある。 「学校教育」 と いう 制度と文化が背景にあるも の

と 理解し ているが, 学校や学校教員の課題と言え る。

PT あるいは医療機関の問題点 (表 4 ) と し ては, 「学

校教育」 と いう こ と についての理解の不十分 さ , 教員個

人の資質にあわせた対応の必要性, 対応する機会の少な

さ や時間の短 さ な どが指摘 さ れてい る。 PT が学校教育

について知 ら ないのは当然と言え るが, 特別支援教育に

関わる場合には, あ る程度の理解を し てお く 方が業務 を

行いやすいこ と は間違いない。 そのためには, 最低で も

表 4 学校教員との連携で感じ る困難点 (PT 側の問題) 
(N=47) 

理 由 や 工 夫 点
学 校 勤 務
・ PT は 何 が で き る か を 丁 寧 に 啓 発 す る 必 要 が あ る 。
・ 学 校 組 織 の 一 員 と し て , 一 教 員 と し て 業 務 を す る 上 で , 学 習 指 導 要 領 を 含 め 学 ぶ 必 要 が あ

る 。 そ の こ と を 踏 ま え た 上 で 教 員 へ 児 童 生 徒 に 必 要 な 特 別 支 援 教 育 の 自 立 活 動 を 一 緒 に 考
え て い く こ と が で き る 。

隣 接 機 関 に 勤 務-・ 児 童 の 発 達 面 な ど だ け で な く , 学 校 教 員 の 理 解 レ ベ ル , 経 験 , 性 格 な ど に よ っ て 合 わせ た
対 応 が 必 要 。

・ 知 識 の 違 い に よ り 互 い に 意 図 す る 質 疑 応 答 が 行 え な い 。 双 方 の 力 不 足 。
・ 教 員 の レ ベ ル ( リ ス ク 管 理 な ど の ) 差 が 大 き す ぎ る 。
・ 関 わ り が 少 な い ( 年 に 1 回 45 分 ) の で 十 分 な 助 言 が で き な い 。
・ 教 育 的 観 点 , 医 療 的 観 点 の 両 方 か ら 見 な け れ ば い け な い 。
・ PT 業 務 が多 忙 な た め 十 分 な 時 間 の 確 保 が 難 し い 。
・ お 互 い の ス ケ ジ ュ ー ル 調 整 に 時 間 が か か る 上 に , 十 分 な 時 間 が と れ な い 。
隣 接 以 外 の 機 関 に 勤 務-・ PT が 学 校 の 先 生 方 の 想 い や 実 際 の 仕 事 に つ い て 理 解 し き れ て い な い 。
・ 教 育 の 中 で 医 療 情 報 を ど の よ う に 取 り 入 れ て 頂 く か が 課 題 。
・ 支 援 し た 結 果 が そ の 後 の 授 業 に 役 立 っ て い る か が 分 か ら な い 。
・ 授 業 目 標 や 内 容 は 事 前 に も ら う が , 診 断 名 や 身 体 的 な 特 徴 は 対 面 時 の み に 提 供 さ れ る た め ,

児 の 把 握 ま で 時 間 を 要 し , 対 応 時 間 も 短 く な る 。

・ 回 数 が 少 な か っ た り , 継 続 性 が な い 。
・ 学 校 に 対 し て , 何 を ど こ ま で 要 求 で き る の か わ か ら な い 。
・ 頻 度 が 少 な く 担 任 と 深 い 連 携 が と れ な い 。 
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表 5 保護者と の連携で感じ る困難点
(N=47) 

理 由 や 工 夫 点

学 校 勤 務
・ 担 任 ク ラ ス 内 の 保 護 者 と は 密 に 連 携 を と る こ と が で き た が , そ れ 以 外 は 難 し い 。
・ 学 校 内 で の PT の 役 割 の 理 解 や , 具 体 的 に ど の よ う に か か わ っ て い る か な ど を 伝 え る 手 段 ,

個 別 教 育 計 画 へ の 関 わ り が な か っ た り 見 え に く い こ と 。
・ 保 護 者 か ら の 情 報 を 精 査 せ ず に PT に 投 げ か け て く る こ と で , 背 景 を 知 ら な い PT が 間 に 立

ち ト ラ ブ ル に な る こ と が あ る 。

・ 教 員 を と ば し て 直 接 PT と 保 護 者 の 情 報 交 換 と な っ て し ま わ な い よ う , 教 員 を 仲 介 と し て い
る 。

・ 教 員 と 保 護 者 間 の 関 係 が 悪 い と 情 報 交 換 が 難 し い こ と も あ る 。
・ 保 護 者 と 直 接 話 す 機 会 が 少 な い た め , 担 任 を 通 し て 情 報 交 換 し て い る 。
隣 接 機 関 に 勤 務

外 来 リ ハ 時 に 保 護 者 と は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と れ て い る 。
・ 保 護 者 と 話 す 時 間 が 少 な い 。
・ 日 常 的 な 面 で の 情 報 が 少 な い 。
・ 教 員 を 通 じ て な の で う ま く 伝 わ り に く く , 他 の 医 療 機 関 と の 意 見 が 分 か れ た 時 に 悩 ま せ て

し ま う 。

隣 接 以 外 の 機 関 に 勤 務
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表 6 医療機関と の連携で感じ る困難点
(N=47) 

理 由 や 工 夫 点

学 校 勤 務
・ 保 護 者 が 同 意 し な い と 必 要 な 情 報 が 入 手 で き な い 。
・ 保 護 者 を と お し た 情 報 だ け だ と , 事 実 が は っ き り し な い こ と が あ る 。

・ PT に 限 ら ず Dr . も 直 接 連 絡 を 取 っ て い る 。 地 域 の 病 院 と は 情 報 交 換 し に く い 。
・ 近 隣 に 医 療 機 関 が あ る た め 見 学 に 行 く こ と が で き る 。 そ の 反 面 医 学 的 情 報 に つ い て は 密 に

連 携 を 得 ら れ な い 状 況 で あ る 。
・ 学 校 と い う 場 ( 生 活 環 境 も 含 め ) の 理 解 が 医 療 機 関 側 に 少 な い 。
隣 接 機 関 に 勤 務-・ 保 健 室 の 教 員 を 通 じ て 情 報 を 得 て い る 。
・ 医 療 機 関 が 隣 接 し て い る の で 必 要 に 応 じ て 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
・ 隣 接 機 関 以 外 の 医 療 機 関 を 利 用 し て い る 場 合 に は , 医 学 的 情 報 が な い の で 介 入 し づ ら い 。 
・ 保 護 者 を 通 し て し か 連 携 で き ず , 情 報 も 得 に く い 。
・ 教 育 現 場 を 考 え て , 医 療 者 の 発 言 に 対 し て の 確 認 や 修 正 を 行 う こ と が で き る シ ス テ ムや 関

係 づ く り や 自 分 の 立 場 な ど を 考 え る 点 が 多 く あ る 。

・ 多 機 関 が 関 連 す る こ と で 情 報 が 混 乱 し て し ま う 。
隣 接 以 外 の 機 関 に 勤 務-・ 学 校 の 持 っ て い る 古 い 情 報 で 判 断 す る 事 が 多 い 。
・ 他 医 療 機 関 と の 連 携 が な く , リ ハ の 状 況 な ど の 情 報 が な い 。

・ 主 治 医 が は っ き り し な い ( わ か ら な い ) こ と が あ る 。

・ 医 学 的 情 報 は 学 校 経 由 の た め , リ ス ク 面 の 情 報 が 不 十 分 。
・ 内 科 的 ・精 神 的 な 事 は ほ と ん ど 伝 わ ら な い 。
・ 医 学 的 情 報 に つ い て , 教 員 が 把 握 し て い る 範 囲 内 で し か 分 か ら な い 。
・ 相 談 が TEL か 手 紙 に な り , 情 報 が 上 手 く 伝 わ ら な い 。
・ 医 療 機 関 が 学 校 教 育 の 現 場 を 理 解 せ ず , 想 像 あ る い は 保 護 者 の 意 見 で 動 い て い る 面 が あ り ,

理 解 を 得 る こ と が 難 し い 。
・ 他 医 療 機 関 と の 意 見 の 相 違 が あ る と 予 想 さ れ る と き に 返 答 に 困 る 。

・ 学 校 と の 連 携 に 無 関 心 な 印 象 を 受 け る 医 療 機 関 も あ る 。
・ 医 療 機 関 で の リ ハ を 実 施 し て い な い 児 童 生 徒 も 多 い 。 
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表 7 困難を感じ ていない人の理由や工夫点
(N=21) 

理 由 や 工 夫 点
学 校 勤 務
・ 学 校 保 護 者 , 関 係 機 関 と の 連 携 を 意 識 し , 現 場 を 理 解 す る よ う 努 力 し て い る 。
・ 一 人 職 種 の た め , 理 学 療 法 を 実 施 す る う え で 責 任 は 自 分 一 人 な の で ス ム ー ズ に 教 員 や 保 護

者 と の 関 係 も 作 れ て い る 。
隣 接 機 関 に 勤 務

必 要 な 時 に 学 校 に 行 け , 学 校 側 と 親 密 な 環 境 作 り が で き て い る 。 
・ ケ ー ス 会 議 に は 教 師 も 出 席 し て い た だ い て い る 。
・ 1 回 / 月 で 学 校 連 絡 会 と い う 会 議 を 行 っ て い る 。
・ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 積 極 的 に と る よ う に し て い る 。

・ 一 般 患 者 と 同 様 の 流 れ で 実 施 。
隣 接 以 外 の 機 関 に 勤 務

学 校 か ら の 要 求 や 内 容 に つ い て 「 一 任 」 で あ っ た り , 「 具 体 的 」 で あ る た め。 こ ち ら で 迷 わ
な く て 良 い 。

調 整 役 の 教 員 が 生 徒 の 課 題 を 事 前 に 把 握 さ れ て い る た め , PT に お 任 せ で は な く , 主 体 的 に
子 ど も た ち に 関 わ ろ う と す る 姿 勢 を 学 校 の ほ う で 持 っ て い る 。 良 い 意 味 で PT を 利 用 し , 学

校 生 活 に 活 か そ う と さ れ て い る 。
PT が 使 用 す る 専 門 用 語 を 知 つ て い る 教 師 が 多 く , 理 解 し て も ら い や す い 。
役 割 分 担 を 行 っ て 複 数 の PT で 関 わ っ て い る た め , - 人 の 負 担 が 少 な い 。
自 立 活 動 担 当 教 諭 が 担 任 教 諭 と と も に 問 題 点 や 疑 問 点 を 抽 出 さ れ て い る の で , 的 を し ぼ っ
た 指 導 が 可 能 。
事 前 に 学 校 か ら 情 報 提 示 さ れ て い る 。
生 徒 が 通 院 し て い る リ ハ 施 設 の セ ラ ピ ス ト と 連 携 が と り や す い 環 境 。
県 と の 契 約 ( 療 育 支 援 事 業 ) が あ り , PT の 諸 活 動 へ の 報 酬 が 用 意 さ れ て い る 。
施 設 長 は じ め ス タ ッ フ の 理 解 が あ っ て 業 務 を 調 整 し や す い 職 場 環 境 。
地 域 連 携 の 法 人 の 対 策 と し て 業 務 内 で 参 加 で き て い る こ と 。 

「自立活動」 については理解 し てお く と , 教員 と の意思

疎通が図り やす く な ると 思われる。

保護者と の連携 (表 5 ) では, そも そも保護者と 関わ

る機会が少ない ために, 保護者から の情報や意向 を十分

に確認でき ない困難性が指摘 さ れている。 保護者と直接

に話 し をする機会が保障 さ れる方が望ま しいが, 担当の

教員 と の関係を考慮 し た対応が求めら れる。

医療機関と の連携 (表 6 ) では, 医学的情報の不十分

さが多 く 指摘 さ れてい る。 こ れは, 保護者を通 じ た情報

や, 教員が理解 し てい る範囲での情報 しか入手でき てい

ない現状が反映 し てい る と 思われる。 ま た, 他の医療機

関と 意見が食い違う 場合の対応や, 医療機関も学校場面

を想定 し た対応 をす るこ と の必要性が指摘 さ れてい る。 

いずれの場合 も , 医療機関と の連携 シス テムや関係づ く

り が求めら れる。

「いいえ」 と回答 し , 困難を感 じ ていない人にその理

由や工夫点についての自由記述をま と めたも のを表 7 に
示す。 学校勤務の場合や隣接機関に勤務 し ている場合に

は , 関係作 り や連携のための会議や コ ミ ュ ニケ ーシ ョ ン

がポイ ン ト にな る と 思われる。 隣接以外の機関に勤務す

る場合には, 学校側の事前準備が重要と なる こ と がう か

がわれる。 

5 . 特別支援学校において望ま しい PT の立場

特別支援学校において PT は, どのよ う な立場で業務

を行う こ と が望ま しい と 考え るか尋ねた と こ ろ , 「医療

表 8 特別支援学校において望ま しい PT の立場

学 校 勤 務

(N=15) 

所 属 機 関 内 訳
隣 接 機 関

(N=18) 
隣 接 以 外 計

(N=34) 
医 療 職 で あ る PT と し て
業 務 を 行 う

PT の 知 識 等 を 活 か し て
教 員 と し て 業 務

ど ち ら と も 言 え な い

そ の 他
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表 9 「医療職である PT と して」 を選択 した理由

理 由

「 学 校 で 行 わ れ る こ と は 全 て 教 育 の 一 環 」 と い う よ う な 考 え の も と で は , 医 療 職 の 意 見 が 通
り に く い 。

・ 教 師 と し て の 資 格 が な い た め 、 医 療 職 と し て の 立 場 に な ら ざ る を 得 な い 。

・ 理 学 療 法 の 実 施 に は 医 師 の 指 示 が 必 要 な た め , 医 療 機 関 と 隣 接 す る 特 別 支 援 学 校 で あ る 必
要 が あ り , 実 現 は 難 し い 。

・ 教 員 と し て 業 務 を 行 う と 数 々 の 制 限 が あ る 。

・ 医 療 機 関 を 数 年 経 験 し , そ の 経 験 と 知 識 を 提 供 す る こ と が 望 ま し い 。
・ 学 校 の 先 生 の 専 門 性 を 再 確 認 し な い と い け な い 場 面 も 多 い た め , PT の 行 う こ と や 考 え の 活

か し 方 を , 「 訓 練 」 と し て で は な く 「 学 校 教 育 」 と し て 利 用 し て も ら え る よ う に , 立 場 を 明
確 に 分 け て 介 入 す る 必 要 が あ る 。

・ 教 育 に 関 す る 方 針 は PT で な く 教 師 が 専 門 分 野 で あ る と 思 う の で , 医 療 職 と 教 育 職 は し っ か
り と 区 別 し た ほ う が い い 。

・ 子 ど も た ち に つ い て の 正 し い 理 解 を 教 員 に 求 め る た め に も , PT と 学 校 教 員 は 役 割 を 明 確 に
す る た め に 医 療 職 と し て の PT で あ っ て も ら い た い 。

・ 教 員 と PT の 役 割 分 担 を は っ き り と 行 い , そ れ ぞ れ の 専 門 性 を い か し な が ら 同 じ 目 的 を 達 成
す る の が い い 。

・ 教 員 と な っ て し ま う と , PT と し て の 意 見 が ど う し て も 言 い づ ら く な っ て し ま う 。
・ 教 員 に は 医 療 的 な 知 識 が 不 足 し て い る た め , 医 療 人 と し て の ア ド バ イ ス を 行 う 必 要 性 が あ

る た め 。

・ 教 員 と 違 う 視 点 が 必 要 。
・ 基 本 的 に 理 学 療 法 士 は 教 員 と し て の 教 育 を 受 け て い な い の で , 教 育 者 と し て の 業 務 を 求 め

ら れ る と 困 難 。

・ 教 員 で あ り な が ら 理 学 療 法 の 知 識 を 活 か せ た ら と 思 う が , 教 育 現 場 で 的 確 に 指 導 す る に は
あ る 程 度 の 経 験 が 必 要 で あ る こ と か ら , 理 学 療 法 士 と し て 業 務 を 行 う 方 が 望 ま し い 。

・ 学 校 で 困 難 な こ と が あ っ た 時 に , サ ポ ー ト す る 程 度 で 良 い と 思 う 。 

職である PT と し て」 が21名, 「PT の知識等を活かし て

教員 と し て」 が20名, 「 どち ら と も言えない」 が23名と

ほぼ同数であっ た。 こ れを勤務す る機関別に整理 し た結

果を表 8 に示す。

隣接機関又は隣接以外の機関に勤務す る PT は , 「医

療職である PT と し て」 が最も回答者が多いのに対 し , 
学校に勤務する PT は, 「PT の知識等 を活かし て教員 と

し て」 が最 も多かっ た。 

こ のよ う に , 回答 し た PT が所属す る機関によ っ て

「医療職」 に重き を置 く のか, 「教員」 に重き を置 く のが

異な る結果と な っ たこ とは興味深い。 それぞれが所属す

る機関の立場に主眼を置いた結果であるこ とは当然のこ

と と言え るが, PT も 「医療職」 と し ての立場であるこ

と にこ だわら ずに, 置かれた立場によ っ て柔軟に考え る

必要性がある こ と を示 し たものと言え る。

「医療職である PT と し て」 と 回答 し た者にその理由

表10 「PT の知識等を活かして教員と して」 を選択 し た理由

理 由

学 校 は 教 員 が 中 心 と な っ て 教 育 を 進 め て い く 場 で あ り , 医 療 が 強 く な る と 教 員 の 良 さ が 薄 れ

て し ま う こ と や , 子 ど も の 学 校 生 活 に マ イ ナ ス な 影 響 を 与 え て し ま う 危 険 性 が あ る 。

・ 治 療 を 主 体 と し た 内 容 で は , 医 師 等 が 不 在 の 中 で は 安 全 性 や 妥 当 性 に 欠 け て い る 。 教 員 現 場
や 内 容 を 考 慮 し た 指 導 や 助 言 が 望 ま し い 。

・ 医 学 的 な 事 以 上 に 大 切 な こ と を 先 生 と し て 教 え る こ と が で き る 。
・ 教 員 が 日 常 生 活 の 中 で 行 え る 指 導 を 行 う に は , PT が 教 員 と し て の 業 務 を 行 い , 業 務 か ら 変

え て い か な い と 実 際 の 現 場 で 行 う の は 難 し い と 考 え る 。
・ 学 校 生 活 の 中 で 専 門 知 識 を 活 か す こ と が 望 ま し い 。 リ ハ 中 心 で な く 学 校 の 生 活 を 感 じ て 欲 し

い o

・ 教 育 的 観 点 を 重 視 し , 医 療 が 必 要 な 場 面 で は 連 携 を す す め て 医 療 機 関 と 児 童 ・学 校 を つ な ぐ
役 割 が あ る 。

・ 学 校 で の 具 体 的 支 援 が 必 要 な 場 面 で , 具 体 的 な ア ド バ イ ス を 行 う こ と が , よ り 効 率 的 で 効 果
的 だ と 思 う 。

・ 教 員 と 協 同 す る た め に は , 医 療 と 教 育 で 見 て い く こ と が 出 来 る 人 材 が 望 ま し い と 思 う 。
・ 学 校 生 活 で 活 か せ る 知 識 や 技 術 を 提 供 す る た め に は , 医 療 職 と し て の 立 場 だ け で は 良 い 助 言

は 出 来 な い と 思 う 。
・ 障 害 を 見 極 め た 上 で , 一 人 の 教 育 者 と し て 考 え る 必 要 が あ る 。 
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特別支援教育に関わる理学療法士の実情と課題

表11 「 ど ち ら と も言えない」 を選択 した理由

理 由 

教 員 の 立 場 に な れ ば , 教 員 の 立 場 を 理 解 し な が ら 行 え る 。 医 療 職 で あ れ ば t op down と し て

は と て も 行 い や す い 。 両 方 の 連 携 を 行 え る 配 慮 を 望 む 。
・ PT と し て の 立 場 を 明 確 に し て い る ほ う が 専 門 性 を 発 揮 し や す い 。 教 育 的 な 部 分 の 理 解 や 知

識 が な い と 連 携 す る こ と や 専 門 性 を い か す こ と も 難 し い 。
・ 医 療 職 の 立 場 も 教 員 の 立 場 も , そ の 両 方 が 必 要 。 病 院 や 施 設 の PT 間 の 連 絡 な ど 橋 渡 し 役 な

ど も 必 要 。

・ PT と し て の 知 識 や 技 術 を 生 か し な が ら , 学 校 全 体 の 教 員 の 専 門 性 を 向 上 さ せ て 子 ど も た ち
に 提 供 で き る よ う に す る 。

・ 各 職 種 の 思 い を 考 え 、 対 応 し て い く 必 要 が あ る 。

・ 校 内 配 置 で あ れ ば 教 員 と し て の 方 が 適 当 。 外 部 委 託 で あ れ ば 学 校 と い う 場 に 配 慮 で き る 能 力
を 持 つ た う え で 医 療 職 で も 可 。

・ 学 校 生 活 を 中 心 に , そ れ ら が ス ム ー ズ に 遂 行 で き る よ う に PT と し て の 知 識 を 取 り 入 れ て い

く 。

・ ど の 様 な 立 場 か は 学 校 ・校 長 の 認 識 に よ る か も し れ な い 。 特 別 支 援 学 校 に PT・OT・ST と し て の
専 門 的 な 考 え 方 を あ る 程 度 理 解 し て も ら っ た ほ う が , 生 徒 , 教 師 の 関 係 も う ま く い く よ う に
感 じ て い る 。

・ 臨 機 応 変 に 学 校 ・教 師 ・保 護 者 さ ん の ニ ー ズ に 合 わ せ る が , 主 役 は 常 に 生 徒 や 学 校 の 先 生 で あ
り , 医 療 職 は 黒 子 。

・ PT は あ く ま で も 医 療 職 で あ る が , 特 別 支 援 学 校 で は 教 育 の 知 識 も 必 要 。
・ 教 員 ・PT 等 が そ れ ぞ れ の 専 門 性 を 活 か し て い く こ と が 大 切 に な っ て く る か と 思 う が 、 そ の 境

界 線 が あ い ま い に な っ て し ま う 事 で , 先 生 方 の や り 方 ・授 業 の 流 れ が 変 わ っ て し ま う の で
は ・ ・ ・ 。

・ PT と し て は , 医 療 情 報 の 少 な い 中 で リ ス ク 管 理 し , 評 価 を 行 う こ と は 非 常 に 知 識 と 技 術 が
要 求 さ れ る 。 ま た そ れ を コ ー デ イ ネ ー タ ー , フ ア シ リ テ ー タ ー と し て 教 員 と 一 緒 に 検 討 し ,
教 育 の 中 で 行 う 業 務 に 落 と し 込 む に は 能 力 が 求 め ら れ る 。

・ 常 勤 で 学 校 専 属 の PT が い た 方 が , 学 校 の 性 質 や 通 学 し て い る お 子 さ ん の 全 体 像 も 見 や す く ,
保 護 者 と も コ ン タ ク ト が と り や す い し , タ イ ム リ ー な 対 応 が で き る の で メ リ ッ ト は 大 き い 。 

・ 教 員 と 同 じ 位 置 ( 立 場 ) の 方 が 理 解 し て も ら い や す い の か , あ え て 違 う 立 場 ( 医 療 職 ) と し
て 行 っ た 方 が 受 け 入 れ や す い の か ま だ わ か ら な い 。

・ 医 療 職 と な る 場 合 は 常 勤 医 師 の 確 保 が 難 し い 。教 員 と し て と な る と , 教 員 は 教 育 的 立 場 か ら ,
PT は 医 学 的 な 立 場 か ら 協 合 し 合 う こ と は , 実 現 が 困 難 と 思 わ れ る 。

・ 特 別 支 援 学 校 で 関 わ る 生 徒 に 対 し , 専 門 職 の 観 点 で な く , 生 徒 側 の 観 点 か ら 生 活 を み て い く
必 要 が あ る た め , 専 門 職 ・教 員 と い う 立 場 で 重 複 す る 部 分 は 多 い 。

・ 現 在 の よ う に 外 部 専 門 家 と し て 介 入 し て い る と お 互 い に 尊 重 し て 集 中 し て 協 議 で き る が , 常
勤 と な る と 医 療 色 が 強 く な る 。

・ 教 員 と な る こ と で PT 以 外 の 業 務 が 多 く な る 可 能 性 が あ り , 専 門 性 を 発 揮 し に く く な る と 思
わ れ る 。 

を自由記述で記入 しても ら った結果を表 9 に示す。 また, 
「PT の知識等を活かし て教員と し て」 と回答 した者の自

由記述 をま と めた も の を表10に示す。 さ ら に, 「 どち ら

と も言えない」 と回答 し た者の自由記述の結果を表11 に
示す。

こ の立場 を考え る際には , 教員 の立場にな る ためには

「教員免許」 が, 医療職と し ては 「医師の指示」 がそれ

ぞれに必要と な るこ と は重要な指摘であ る。 前者の場合

には, 自立活動教諭免許状の付与で対応が可能と なる。 

また後者では, 医療機関と の連携あるいは医療機関内で

の対応が必要と な るために, 学校教育と し て実施す るこ

と の困難 さが付き ま と う こ と と なる。 そう し たこ と を勘

案する と , 学校内においては医療職と し ての立場よ り は

教員と しての立場に立つ方が対応はしやす く , 連携して

い る医療機関に勤務す る者と し ては医療職と し て対応す

る方が容易であり 、 また現実的であ ると考え ら れる。 
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IV 特別支援教育における今後の PT の活用

文部科学省は現在, 教員免許状を持つていない社会人

等を教員 と し て迎え入れるために特別免許状の積極的な

授与 を行う ために, 新 しい指針を示 し てい る 6)。 今後, 
PT と特別支援学校の関わり は, 特別支援学校や教育委

員会での採用, 研修会講師や巡回相談な ど, さ ら に拡大

し てい く こ と が予測 さ れる。 またその対象も , 肢体不自

由だけ にと どま ら ず発達障害 を広 く 含むこ と が考え ら れ

る。

その際, 医療職で あ る PT と し て関わるのか, PT の

知識や技術 を活かし て教員 と し て関わるのか, その当該

PT の置かれた立場に応 じ て柔軟な対応 を し て く こ と が

求めら れる。 
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